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胎児や新生児だけでなく、大人の脳においても新
しい神経の細胞がつくられていることがわかって
きた。脳は一度傷つくと治らないと考えられてきた
が、動物を使った実験によって、意外に高い再
生能力があることが明らかになった。

神経再生過程の観察
二光子顕微鏡を用いて、生きたマウスの脳内
の細胞を繰り返し詳細に観察し、神経細胞が
再生する様子を追跡することが可能になっ
た。その追跡により、ニューロンが死んだ場所
に同じ種類のニューロンが優先的に加わるこ
と、またそのメカニズムは感覚刺激によって促
進されることがわかった。

神経再生機構の探索・操作
脳室周囲白質軟化症のマウスモデルでは、脳
室下帯で細胞の増殖が起こり、その細胞が傷
害部へ移動することがわかった。一方、これ
らの細胞のオリゴデンドロサイトという細胞へ
の成熟が途中で止まり、再生効率が低くなっ
ていることもわかった。そこで、オリゴデンドロ
サイトの成熟を促進する薬剤を投与したとこ
ろ、再生が促進されて、歩行機能も回復した。脳内の神経細胞の移動・再生機構を明らかにし、

その操作によって病気や事故で失われた神経の
再生を促進できるかを調べる。現在、iPS細胞
等を用いた神経細胞移植に注目が集まるが、こ
の研究では脳が元来持つ修復能力を利用した
再生誘導を目指し、それが可能になれば、より安
全で治療効果の高い再生医療が期待できる。
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脳がもともと持っている修復能力を利用して、
脳の再生を誘導することが可能になれば、安
全で治療効果の高い再生医療が可能にな
り、それによって現在根本的な治療方法が存

在しない脳の病気が治るようになることが期
待できる。
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鼻栓により嗅覚入力を可
逆的にコントロールし、感
覚刺激が神経の再生を
促進することを確認

細胞が死んだ場所に同じ種類の新しい細胞が加わる アシアロエリスロポエチンを投与すると成熟が促進され、
白質が再生し、歩行機能が回復する


